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直径７ cm と３ cm の発泡スチロール球を、空気中で床から 230cm の高さから初速０ m/s で落下
させたとき、床に到達するまでの時間の差を評価せよ [1]。ただし、一般に速度 v で運動する半径 aの

球体が、粘性係数 η の流体中において受ける粘性抵抗 fV は、ストークス (Stokes)の法則によれば

fV = 6πaηv, (1)

また慣性抵抗は、流体の密度を ρ0、抵抗係数を CD として

fI =
1
2
CDρ0πa2v2 (2)

である。

空気の粘性係数 η = 18.2 × 10−6 Pa s,

空気の密度 ρ0 = 1.2 kg m−3,

発泡スチロールの密度 ρ = 48.3 kg m−3, (3)

抵抗係数 CD = 0.44,

重力加速度 g = 9.8 m s−2

として計算せよ。
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に動機づけられた問題設定。ただし発泡スチロールの密度 ρ などの示されていないデータは仮定

した。
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